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Ｌ 、1PTA役員･会計覧査委舅｝ PTA学年委員名簿

± ■■色
会員名…’
松永寛子

及川清美

佐藤美幸

山中真樹子

菊池彩子

千田奈穗子

黒澤勝秀

尾崎恵子

立原和子

野添直美

蝦名智子

黒澤由美

緑川晴美

金子寿美

大岩美智子

小林好子

小松崎功

氏名極驫繍蛎ゞ

美津江

正哉

穂積

正弘（教頭）

まりえ

実（渉外部長）

忠宏（教務部長）

惠子

奈奈子

友子（事務長）

壽幸（渉外部副部長）

玲子

洋子

寿子
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役職

会長

副会長

副会長

副会長

書記

書記

書記

会計

会計

会計

会計

会計監査

会計監査

会計監査

高橋

小澤

柴田

○吉川

米永

○飯田

○江原

平野

伊師

○所

○坂本

安見

加倉井

篠原

PTA本部役員
3組菊池彩子

3組千田奈穗子

4組黒澤勝秀

4組尾崎恵子

5組立原和子

5組野添直美

6組蝦名智子

6組黒澤由美

7組緑川晴美

7組金子寿美

1組大岩美智子

1組小林好子

2組小松崎功

2組仲田眞由美

3組鈴木敏子

3組西野洋子

4組齋藤法子

4組佐藤みゆき

5組石和紀子

5組武井みちよ

6組神長智子

6組横須賀智子

7組山田千夏

7組萩野谷みゆき

1組富長裕子

1組野村泉

2組小林千香子

2組笹沼博行

3組新井雅子

3組深作美智子

4組大橋広子

4組富田博子

5組柏澄子

5組今野達也

6組田村美由紀

6組土川美保

7組一毛由起子

7組篠原みち代
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1科学年委員長

’広報
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学年副委員長
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学年副委員長
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会員名

藤田責之

釘崎理惠

宮川直子

駿河台めぐみ

吉村祐美

只木純子

小滝久美子

篠崎順子

中野百惠

小貢陽一郎

渡邉正美

河原井暁美

加藤朝子

西輝美

鈴木悦子

谷田部重夫

関一枝

高尾俊徳

上田真理

皆川明子

久保田惠子

2年

考
報

雲
一
仏

、
１

学年・生徒指導・委員長・副委員長

…
l

卜寮琴委員長

副委員長

広報委員長

3年

邦

選考

学年委員長

学年副委員長

広報副委員長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。本
校
の
充
実
発
展
の
た
め
、
高

橋
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ
め
新
役
員

の
方
々
及
び
保
護
者
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
春
の
卒
業
化
の
進
路

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
名
古
屋

大
学
を
始
め
地
元
の
筑
波
入
学
や

茨
城
人
学
な
ど
の
川
公
立
大
学
に

現
役
で
１
０
９
名
が
合
格
を
果
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
１

０
５
名
を
上
川
る
鮎
果
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
川
公
虻
大
学
合
略

行
の
う
ち
約
７
川
以
上
の
生
徒
が

祁
湘
動
や
生
徒
公
祈
勤
に
枝
械
的

に
取
り
細
ん
で
お
り
、
文
武
不
岐

の
伍
統
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
い

で
、
よ
く
肌
惟
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。

今
年
度
の
本
校
の
教
育
荊
動
に

お
き
ま
し
て
は
、
次
の
５
頃
Ⅱ
を

束
点
に
取
り
細
ん
で
ま
い
り
ま
式

１
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
「
確

か
な
学
力
」
の
育
成
と
定
着

２
生
徒
の
自
己
実
現
を
達
成
す

る
進
路
指
導
と
進
学
実
績
の
質

的
向
上 霞

覺
鬮
琶

’

学校長

高瀬宏樹

３
特
別
活
動
と
学
校
行
事
の
洲

利
の
と
れ
た
展
開

４
規
範
意
識
の
醸
成
と
自
己
指

導
力
の
向
上

５
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
の

充
実
と
深
化

特
に
、
平
成
２
５
年
か
ら
国
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
事

業
は
、
今
年
で
３
年
目
の
取
組
に

な
り
ま
す
が
、
科
学
技
術
へ
の
強

い
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
創
造
性

豊
か
で
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た

人
材
が
育
成
で
き
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
高
校
時
代
に
「
自

ら
考
え
行
動
す
る
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
大
学
で
の
主
体
的

な
学
び
に
つ
な
げ
、
向
い
志
を
持

っ
て
社
会
で
活
躍
す
る
力
と
な
る

も
の
と
碓
佶
し
て
お
り
ま
す
。

雌
後
に
、
進
路
希
望
を
実
現
し

て
い
っ
た
卒
業
生
を
見
て
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
校
の
伝
統

粘
神
で
あ
る
文
武
不
岐
の
Ⅱ
指
す

と
こ
ろ
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
抜
く
力
を
付
け
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

と
特
え
ま
す
。
部
斫
動
や
生
徒
会

漸
動
を
や
っ
て
い
る
椛
徒
は
、
人

間
間
係
の
い
ざ
こ
ざ
で
悩
ん
り
、

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
て
し
ん
ど
い

思
い
を
し
た
り
、
逆
に
成
功
し
て

う
れ
し
か
っ
た
り
と
様
々
な
こ
と

を
経
験
で
き
ま
す
。
若
い
時
の
こ

う
し
た
経
験
は
人
を
育
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
学
習
と
部
活
動
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
は
厳
し
い
こ
と

で
す
が
、
一
つ
の
側
耐
ば
か
り
を

見
て
い
る
と
大
切
な
も
の
を
兄
落

と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
二
つ
の
側

曲
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
よ
り

高
い
効
果
を
上
げ
、
よ
り
大
き
な

人
間
に
成
提
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
在
校
牛
の
皆
さ
ん
に
は
、

敢
え
て
二
兎
を
追
い
同
校
生
活
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。☆

本
部
役
員

年
３
回
の
運
営
委
員
会

に
出
席

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全
般
の
運
営

に
あ
た
る

☆
学
年
委
員
会

学
校
行
事
へ
の
協
力

・
広
報
委
員
会

年
３
回
の
広
報
誌
の

発
行
年
６
回
の
広
報
委
員

会
実
施

・
選
考
委
員
会

年
１
回
の
会
合

本
部
役
員
の
選
考

☆
生
徒
指
導
委
員
会

年
３
回
の
交
通
安
全
立

哨
指
導
（
各
学
年
ご
と

年
１
回
）〆
、

、
ノ

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
に
つ
い
て

運
営
委
員
会

本
部
役
員
、
後
援
会
役

員
、
教
職
員
、
委
員
会

代
表
の
合
計
３
２
名
で

構
成
す
る

新役員紹介


